
４ 設計書鏡において、工期延長を考慮した変更契約額を算出する。
① （Ａ）と（Ｂ）を加算し「変更契約の工事価格（Ａ＋Ｂ）」を算出する。

② 消費税等相当額を考慮して「工期延長等を考慮した変更契約額（消費税等相当額を含む。）」を算出する。

３ 設計書鏡において、変更契約の工事価格（Ｂ）を算出する。
２で算出した変更積算の工事価格に請負比率を考慮して「変更契約の工事価格（Ｂ）」を算出する。

積算方法
（１）増加費用算出フロー

１ 工期延長時点における増加費用（Ａ）を算出する。
① 工期延長時点で契約中の内容をベースにして、「工期延長に伴う現場維持等の費用※１」および「工期短縮により

増加する費用※２」を追加した変更設計書を作成する。

② 工事価格における増加額を「工期延長等における増加費用（Ａ）」とする。

２ 変更設計書を作成し、変更積算の工事価格を算出する。
「工期延長に伴う現場維持等の費用」および「工期短縮により増加する費用」を含めない、変更設計書を作成し、

「変更積算の工事価格」を算出する。

別紙2

※１ 工期延長の期間が３ヶ月以内の場合は、国土交通省土木工事標準積算基準（共通編）（岩手県、宮城県、福島県を除く）の第Ⅰ編第10章
記載の算定式により算出する。ただし、工期延長の期間が3ヶ月を超える場合や道路維持工事又は河川維持工事のうち経常的な工事である
場合など、標準積算によりがたい場合は、受注者から増加費用に係る見積を求め、受発注者間で協議を行い増加費用を算出する。
※２ 受注者から工期短縮により増加する費用に係る見積を求め、受発注者間で協議を行い増加費用を算出する。
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２ 増加費用（Ａ）を算出するための設計書作成

増加額
1,800,000円

（この事例では、工期延長時点における契約上の純工事費は
当初契約の状態であった。）

１ 工期延長時点における契約設計書

純工事費の金額
は変わらない

工事延長に伴う
現場管理等の費
用＋工期短縮に
より増加する費
用を追加する

工期延長等に伴う
増加費用（Ａ）

純工事費の内容を変えない

（3）設計書作成（例）



４ 変更契約額を算出３ 変更設計書の作成

内容を変更する。

変更積算の工事価格
23,810,000円
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